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は
じ
め
に

藤
原
実
資
の
﹃
小
右
記
﹄
長
和
元
年
︵
一
〇
一
二
︶
七
月
十
七
日
の
条
に
、

﹁
昨
夕
丹
波
守
匡
衡
卒
。
当
時
名
儒
無
二
人
比
肩
一
、
文
道
滅
亡
﹂
と
あ
り
、
大
江

匡
衡
の
死
を
嘆
く
と
と
も
に
、
彼
の
文
才
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。﹁
当
時
名
儒

無
二
人
比
肩
一
、
文
道
滅
亡
﹂
と
は
、
当
時
の
名
儒
に
は
匡
衡
と
肩
を
並
べ
る
人

が
い
な
い
、
彼
の
没
後
、
文
道
も
す
た
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
て
お
り
、
匡

衡
が
﹁
文
道
﹂
を
支
え
る
文
人
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
実
資
に
よ
る
評
価
は
匡
衡
と
の
親
し
い
交
友
関
係
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

こ
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
も
で
き
な
い
が
、
匡
衡
が
一
条
朝
の
文
人
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
事
実
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
大
江
匡
房
の
﹃
続
本
朝
往
生
伝
﹄

﹁
一
条
天
皇
伝
﹂
の
中
で
も
﹁
文
士
﹂
と
し
て
匡
衡
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
匡
衡
が
﹁
式
部
大
輔
﹂、﹁
文
章
博
士
﹂
な
ど
の
儒
職
を
歴
任
し
、
鎌

倉
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
﹃
二
中
歴
﹄
に
は
﹁
儒
職
歴
﹂
と
﹁
詩
人
歴
﹂
の

双
方
に
名
を
列
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
は
文
人
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
儒
者

と
し
て
も
高
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
匡
衡
は
﹁
文
人
︵
文
士
︶﹂﹁
儒
者
﹂﹁
詩
人
﹂
と
い
っ
た
様
々

な
呼
称
を
も
っ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
呼
称
に
つ
い
て
の
検
討
は
、

匡
衡
の
人
生
を
考
察
す
る
上
で
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。﹁
文
人
﹂﹁
儒
者
﹂﹁
詩
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
、
工
藤
重
矩
氏
は
平
安
朝
の

詩
文
に
表
れ
た
﹁
文
人
﹂
の
語
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、﹁
文
人
﹂
及
び

そ
の
類
縁
語
は
﹁
平
安
時
代
の
詩
人
儒
者
の
様
態
の
多
面
性
を
示
す
も
の
で
あ

る
﹂

1

と
指
摘
し
た
。
工
藤
氏
は
、﹁
文
人
﹂
の
語
義
を
﹁
能
文
の
人
の
意
﹂﹁
儒
者

の
意
﹂﹁
詩
会
の
作
者
の
意
﹂
と
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
一
つ
目
の
﹁
能
文
の

人
の
意
﹂
の
類
縁
語
に
は
﹁
詩
人
﹂﹁
詞
人
﹂﹁
文
士
﹂
の
ほ
か
﹁
属
文
之
人
﹂﹁
知

文
之
人
﹂
等
々
の
語
が
あ
る
こ
と
、
二
つ
目
の
﹁
儒
者
の
意
﹂
の
用
法
は
極
め
て

少
な
い
こ
と
、
三
つ
目
の
﹁
詩
会
の
作
者
の
意
﹂
の
用
例
は
量
的
に
最
も
多
い
こ

と
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、﹁﹁
詩
人
﹂
に
し
て
も
一
通
り
の
語
義
用
法
で
は
な
い
。

﹁
儒
﹂
系
の
語
︵
儒
者
・
儒
士
・
儒
人
な
ど
︶
が
具
体
的
に
は
詩
人
と
全
く
同
一

人
を
指
す
こ
と
は
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
る
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、﹁
文
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人
﹂
の
語
義
の
幅
は
広
く
、﹁
儒
者
﹂﹁
詩
人
﹂
の
意
を
兼
ね
る
も
の
の
、
実
際
に

は
﹁
儒
者
﹂﹁
詩
人
﹂
の
意
と
区
別
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

匡
衡
自
身
の
詩
文
に
は
﹁
文
人
﹂
の
用
例
は
一
つ
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の

類
縁
語
は
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
匡
衡
は
生
涯
の
中
で
、
自
分
の
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
工
藤
重
矩
氏
の
広
義
の
﹁
文

人
﹂
の
意
の
分
類
に
従
っ
て
、
匡
衡
の
詩
文
に
見
え
る
そ
の
類
縁
語
を
た
ど
り
な

が
ら
、
匡
衡
の
文
人
意
識
を
考
察
し
た
い
。

一
　「
能
文
の
人
」
と
し
て

﹁
能
文
﹂
と
は
文
筆
に
優
れ
る
と
い
う
意
で
あ
り
、
工
藤
重
矩
氏
は
用
例
と
し

て
、﹁
自
二
宝
字
一
後
、
宅
嗣
及
淡
海
真
人
三
船
為
二
文
人
之
首
一
﹂︵﹃
続
日
本
紀
﹄

天
応
元
年
︵
七
八
一
︶
六
月
二
十
四
日
条
︶
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
時
代

は
む
し
ろ
﹁
詩
人
﹂﹁
文
士
﹂
な
ど
を
多
く
用
い
て
お
り
、
ま
た
、﹁
詩
会
の
作
者
﹂

の
意
で
あ
る
﹁
文
人
﹂
が
多
く
用
い
ら
れ
た
た
め
、﹁
文
人
﹂
の
﹁
こ
の
意
義
で

の
用
法
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
。

匡
衡
は
学
問
の
家
柄
で
あ
る
大
江
家
に
生
ま
れ
、
自
ら
の
人
生
を
回
想
し
て

詠
出
し
た
﹁
述
懐
古
調
詩
一
百
韻
﹂

2

で
﹁
十
有
五
入
レ
学
、
久
執
二
豆
与
一レ
籩
。

十
六
奉
二
寮
試
一
、
音
訓
無
レ
所
レ
愆
﹂
と
詠
じ
た
よ
う
に
、
十
五
歳
で
大
学
寮
に

入
り
、
十
六
歳
で
大
学
寮
の
寮
試
を
受
け
て
、
擬
文
章
生
に
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ

彼
が
﹁
文
道
﹂
に
入
っ
た
起
点
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
大
学
寮
は
紀
伝
道
︵
歴
史
、

漢
文
学
︶、
明
経
道
︵
儒
学
︶、
明
法
道
︵
法
律
︶、
算
道
︵
算
術
︶
と
い
う
四
つ

の
構
成
で
あ
っ
た
。
大
江
氏
は
紀
伝
道
の
直
曹
文
章
院
の
東
曹
を
分
掌
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
匡
衡
は
紀
伝
道
で
漢
文
学
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
﹁
文
人
﹂
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
、
紀
伝
道
は
﹁
文
章
は
経
国
の
大
業
、
不
朽
の
盛
事

な
り
﹂︵
曹
丕
﹃
典
論
﹄﹁
論
文
﹂︶
と
い
う
理
念
の
も
と
で
発
展
を
遂
げ
て
い
た

た
め
、
紀
伝
道
出
身
者
が
﹁
文
﹂
を
以
っ
て
朝
廷
に
仕
え
る
道
は
最
初
か
ら
方
向

づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
匡
衡
は
美
濃
守
の
申
文
の
中
で
、﹁
匡
衡
文

章
奉
公
之
功
、
於
二
当
時
一 

異
二
他
人
一
矣
。
御
元
服
賀
表
、
染
二
松
筆
一
而
祈
二
千

年
一
。
大
宋
国
報
書
、
載
二
竹
牒
一
而
伝
二
万
里
一
﹂
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼

は
一
条
天
皇
の
元
服
時
の
賀
表
と
中
国
か
ら
の
書
状
の
返
答
﹁
牒
下
大
宋
国
杭
州

奉
先
寺
伝
二
天
台
智
者
教
一
講
経
論
和
尚
上
﹂
な
ど
特
別
な
意
義
の
あ
る
文
章
を
書

い
た
た
め
、﹁
文
章
﹂
を
も
っ
て
﹁
奉
公
す
る
﹂
功
労
も
格
別
な
も
の
で
あ
る
と

自
負
し
て
、
官
職
を
求
め
て
い
る
。

彼
は
ま
た
﹁
長
江
瞻
望
多
﹂
と
い
う
詩
で
、﹁
心
与
二
過
流
帰
鳥
一
去
、
眼
随
二

遠
岸
遠
帆
一
遮
。
忽
抛
二
東
海
一
浴
二
恩
沢
一
、
文
士
輝
栄
在
二
我
家
一
﹂
と
詠
じ
た
。

詩
の
制
作
年
時
は
不
明
で
あ
る
が
、﹁
東
海
﹂
の
語
が
東
海
道
の
意
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
匡
衡
が
尾
張
守
の
在
任
中
と
推
定
で
き
る
。﹁
文
士
﹂
と
し
て
の
光
栄
は

我
が
大
江
家
に
あ
る
た
め
、
尾
張
の
国
守
を
辞
し
、
都
に
帰
っ
て
帝
に
近
侍
し
た

い
と
の
意
を
表
し
た
。
こ
こ
で
い
う
﹁
輝
栄
﹂
は
前
述
し
た
﹁
文
章
奉
公
之
功
﹂

に
よ
る
栄
誉
の
よ
う
に
、
遠
祖
大
江
音
人
を
は
じ
め
と
す
る
大
江
氏
が
文
章
を

以
て
朝
廷
に
仕
え
て
得
た
栄
誉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
文
士
﹂
の
語
は
﹁
君

子
避
二
三
端
一
、
避
二
文
士
之
筆
端
一
、
避
二
武
士
之
鋒
端
一
、
避
二
辯
士
之
舌
端
一
﹂

︵﹃
韓
詩
外
伝
﹄︶、﹁
世
所
謂
文
士
多
二
数
奇
一
、
詩
人
尤
命
薄
﹂︵﹃
白
氏
長
慶
集
﹄

﹁
序
洛
詩
﹂︶
な
ど
の
用
例
も
あ
り
、
こ
の
一
句
か
ら
も
、
匡
衡
が
大
江
家
の
人
々
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を
文
人
と
し
て
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

匡
衡
は
﹁
能
文
の
人
﹂
と
し
て
朝
廷
に
仕
え
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
貴
顕
の

依
頼
を
受
け
て
文
書
の
代
作
も
し
て
い
る
。
藤
原
行
成
の
﹃
権
記
﹄
に
は
長
保

元
年
︵
九
九
九
︶
九
月
七
日
の
条
に
、﹁
今
日
献
下
辞
二
蔵
人
頭
一
状
上
、
令
二
匡
衡

朝
臣
作
一レ
之
﹂、
寛
弘
四
年
︵
一
〇
〇
七
︶
十
二
月
二
日
の
条
に
、﹁
書
二
願
文
一
、

匡
衡
之
作
﹂
と
い
う
記
述
が
見
え
、
匡
衡
は
行
成
の
た
め
に
代
作
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、﹃
本
朝
文
粋
﹄
に
は
、
匡
衡
が
藤
原
兼
家
の
た
め
に
起
草
し

た
太
政
大
臣
・
封
戸
・
准
三
宮
を
辞
す
る
上
表
文
、
藤
原
道
隆
が
積
善
寺
を
御
願

寺
に
す
る
よ
う
に
請
願
す
る
奏
状
、
多
く
の
人
の
た
め
の
願
文
な
ど
、
計
二
十
三

篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
匡
衡
が
﹁
能
文
の
人
﹂
で
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
証
と
言
え
よ
う
。

二
　「
儒
者
」
と
し
て

前
述
し
た
工
藤
氏
の
論
考

3

に
よ
る
と
、﹁
儒
者
﹂
の
意
と
し
て
の
﹁
文
人
﹂
の

用
法
は
極
め
て
少
な
く
、
一
般
的
に
は
﹁
儒
﹂
系
の
語
︵
儒
者
・
儒
士
・
儒
人
な

ど
︶
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
匡
衡
の
詩
文
に
も
、﹁
儒
者
﹂

の
意
と
し
て
の
﹁
文
人
﹂
の
用
法
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
分
﹁
儒
﹂
系
の
言
葉
が
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

﹁
儒
者
﹂
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
儒
学
の
徒
を
指
す
。
こ
れ
は
む
し
ろ
﹁
詩
人
﹂

の
対
義
語
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、
醍
醐

朝
の
詩
人
島
田
忠
臣
が
﹁
儒
家
問
噵
詩
無
用
、
王
法
新
行
酒
莫
レ
淫
﹂︵﹁
春
日
仮

景
、
訪
二
同
門
友
人
一
﹂︶
と
詠
じ
た
一
句
が
あ
り
、﹁
儒
家
﹂
が
﹁
詩
人
﹂
を
軽

視
し
て
批
判
す
る
当
時
の
実
相
を
窺
い
し
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。﹁
儒
家
﹂

と
﹁
詩
人
﹂
の
位
相
に
つ
い
て
、
増
田
繁
夫
氏
は
、﹁
儒
学
は
本
来
治
世
の
た
め

の
現
実
的
な
学
問
で
あ
り
、
基
本
は
実
学
で
あ
る
か
ら
、
詩
歌
の
よ
う
な
芸
術
的

な
分
野
を
も
そ
の
包
含
す
る
広
い
視
野
を
も
っ
て
は
い
て
も
、
⋮
⋮
儒
学
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
詩
は
政
教
的
な
意
味
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
﹂

4

と
論
じ
た
。
後
藤
昭
雄
氏
は
大
江
音
人
と
菅
原
是
善
の
官
歴
な
ど
を

比
較
し
て
、
音
人
を
﹁
本
才
的
学
問
を
基
礎
と
す
る
実
務
型
文
人
官
僚
﹂﹁
在
朝

の
通
儒
﹂
と
評
す
る
の
に
対
し
て
、
是
善
を
﹁
常
に
風
月
を
賞
で
、
吟
詩
を
楽
し

む
﹂﹁
詩
人
﹂
と
評
し
て
、﹁
儒
家
と
詩
人
と
い
う
、
文
人
に
お
け
る
二
つ
の
生
き

方
が
音
人
と
菅
原
是
善
の
生
涯
の
上
に
具
現
化
さ
れ
て
い
る
﹂
と
論
じ
た

5

。
滝
川

幸
司
氏
は
﹁
詩
人
無
用
論
﹂
に
つ
い
て
論
を
深
め
、﹁
詩
人
の
存
在
自
体
が
無
用

だ
と
非
難
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
政
事
・
実
務
に
詩
人
な
ど
無
用
で
あ
る
﹂
と

考
察
し
た
上
で
、﹁
紀
伝
道
出
身
者
は
儒
家
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
⋮
⋮
儒

家
の
内
側
に
詩
人
が
存
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
、﹁
儒
家
と
詩
人
と
は
対
立
す
べ
き

存
在
な
の
か
﹂
と
い
う
疑
問
を
提
示
し
た
の
で
あ
る

6

。
以
上
の
論
考
か
ら
み
れ
ば
、

﹁
儒
者
﹂
は
経
世
的
な
側
面
が
強
く
、
風
流
な
詩
文
を
作
る
﹁
詩
人
﹂
と
は
異
な
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、﹁
文
人
﹂
と
し
て
は
根
本
的
に
対
立
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

匡
衡
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
彼
に
は
、
寛
弘
七
年
︵
一
〇
一
〇
︶、
丹
波

守
の
在
任
中
に
祈
雨
の
た
め
に
作
っ
た
詩
文
が
あ
る
。

荷
鍤

7
染
毫
歌
徳
政　
　

鍤す
き

を
荷
ひ
毫ふ
で

を
染
め
徳
政
を
歌
ふ

為
儒
為
吏
遇
明
時　
　

儒
と
為
り
吏
と
為
り
明
時
に
遇
ふ
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予
期
吾
土
如
雲
稼　
　

予
め
期
す
吾
が
土　

雲
の
如
き
稼
な
る
を

高
詠
楽
天
賀
雨
詩　
　

高
く
詠
ぜ
ん
楽
天
賀
雨
の
詩

﹁
荷
鍤
﹂
は
鋤
を
か
つ
ぐ
こ
と
。
こ
の
一
首
の
詩
題
に
﹁
僕
以
レ
紙
為
二
良
田
一
、

以
レ
筆
為
二
耒
耜
一
。
不
下
独
弄
二
風
月
一
誇
中
翰
林
主
人
之
名
上
、
亦
欲
下
慕
二
循

良
一
顕
中
丹
州
刺
史
之
志
上
。
以
二
絶
句
二
首
一
題
二
東
閣
之
壁
一
﹂
と
の
語
句
も
見

ら
れ
る
。
匡
衡
は
紙
を
良
田
に
、
筆
を
鋤
に
譬
え
て
、
文
筆
の
業
を
文
字
通
り
筆

耕
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
詩
の
一
句
目
で
は
﹁
鍤
を
荷
ひ
、
毫
を
染
め
﹂

る
と
言
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
以
レ
紙
為
二
良
田
一
、
以
レ
筆
為
二
耒
耜
一
﹂

に
つ
い
て
は
、﹃
世
説
新
語
﹄﹁
賞
譽
﹂
に
﹁
凡
此
諸
君
、
以
二
洪
筆
一
為
二
鉏
耒
一
、

以
二
紙
札
一
為
二
良
田
一
、
以
二
玄
黙
一
為
二
稼
穡
一
、
以
二
義
理
一
為
二
豊
年
一
﹂
と
あ

り
、
文
業
を
農
事
に
譬
え
て
い
う
先
行
用
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
匡
衡

が
﹁
申
二
越
前
尾
張
等
国
守
闕
一
状
﹂
の
中
で
、﹁
不
レ
種
二
一
頃
之
田
一
、
積
二
学

稼
一
為
二
口
中
食
一
、
不
レ
採
二
一
枝
之
桑
一
、
織
二
文
章
一
為
二
身
上
之
衣
一
﹂︵﹃
本

朝
文
粋
﹄
巻
六
︶
と
述
べ
た
の
も
農
業
に
こ
そ
従
事
し
て
い
な
い
が
、
農
事
に
た

と
え
て
学
問
や
文
章
に
よ
っ
て
立
身
す
る
儒
者
と
し
て
の
在
り
方
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
。

前
述
し
た
詩
題
に
述
べ
た
紙
を
良
田
と
し
て
、
筆
を
鋤
と
す
る
文
筆
の
業
は
こ

こ
で
は
具
体
的
に
天
皇
の
﹁
徳
政
﹂
及
び
め
ぐ
み
の
御
代
に
め
ぐ
り
会
っ
た
こ
と

を
賞
賛
す
る
こ
と
を
指
す
。
儒
者
は
、
文
章
を
通
じ
て
帝
徳
を
賛
美
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
帝
の
恩
沢
に
浴
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
匡
衡
は
﹁
請
下
殊
蒙
二

天
恩
一
、
依
二
検
非
違
使
労
一
兼
中
任
越
前
尾
張
等
国
守
闕
上
狀
﹂
の
中
で
も
、﹁
幸

期
二
一
遇
之
栄
一
、
王
沢
温
潤
、
此
時
不
レ
浴
何
時
浴
、
儒
林
光
華
、
此
時
不
レ
開

何
時
開
﹂
と
訴
え
、
儒
者
と
し
て
栄
誉
を
期
し
、
温
潤
溢
れ
る
﹁
王
沢
﹂
に
浴
し

た
い
と
す
る
期
待
を
表
し
て
い
る
。
匡
衡
の
時
代
に
は
、﹁
文
章
経
国
﹂
の
理
念

は
唱
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
こ
の
詩
で
は
﹁
吾
が
土
﹂
に
作
物
が
雲
の
よ
う
に

み
ち
み
ち
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
経
世
的
な
思
想
が
読
み

取
れ
る
。

二
句
目
に
あ
る
﹁
為
儒
為
吏
﹂
に
つ
い
て
は
、﹁
儒
﹂
と
は
詩
題
に
い
う
﹁
翰

林
主
人
﹂
こ
と
文
章
博
士
を
指
し
、﹁
吏
﹂
と
は
詩
題
に
あ
る
法
を
遵
守
す
る
良

き
官
吏
を
慕
う
﹁
丹
州
刺
史
﹂
こ
と
丹
波
守
を
指
す
。
匡
衡
は
詩
文
で
常
に
昇
進

し
た
い
気
持
ち
を
詠
出
し
て
い
た
。
彼
は
四
十
七
歳
に
詠
じ
た
﹁
暮
春
応
製
﹂
詩

の
な
か
で
も
、﹁
吏
部
侍
郎
思
二
八
坐
一
︻
式
部
大
輔
為
侍
読
者
、
必
早
昇
八
座
︼、
尾

州
刺
史
夢
二
三
刀
一
︻
儒
官
兼
刺
史
、
殊
常
之
恩
也
︼﹂
と
、
吏
部
侍
郎
と
し
て
は
参

議
の
座
を
願
っ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
梁
の
上
に
四
つ
の
刀
が
懸
っ

て
い
る
こ
と
を
夢
見
て
益
州
刺
史
と
な
っ
た
王
濬
︵﹃
蒙
求
﹄﹁
王
濬
懸
刀
﹂︶
の

故
事
を
引
い
て
、
尾
張
守
と
し
て
の
匡
衡
自
身
が
次
の
国
守
任
命
を
夢
見
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
割
注
に
﹁
儒
官
兼
二
刺
史
一
、
殊
常
之
恩
也
﹂
と
あ
り
、
儒
者

と
し
て
文
章
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
国
司
を
兼
任
す
る
こ
と
は
天
皇
の
特
別
な
恩

恵
に
与
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
匡
衡
は
こ
の
詩
で
も
儒
者
と
し
て
賢
明
な
君
主

に
出
会
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
﹁
徳
政
﹂
を
謳
っ
て
い
る
。

一
方
で
、﹁
冬
日
於
二
州
廟
一
賦
レ
詩
﹂
の
序
文
で
、﹁
今
東
曹
末
儒
江
侍
郎
、

思
二
郷
貢
一
以
興
二
学
校
院
一
﹂
と
述
べ
た
よ
う
に
、
匡
衡
は
自
身
を
大
江
家
が
管

理
す
る
大
学
寮
の
東
曹
の
﹁
末
儒
﹂
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
。﹁
末
儒
﹂
は
末

席
を
汚
す
儒
者
の
意
で
あ
り
、
同
じ
表
現
は
匡
衡
の
﹁
奉
二
行
成
一
書
﹂
に
も
見
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ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
詩
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
時
侍
読
一
愚
儒　
　

明
時
の
侍
読　

一
の
愚
儒
な
り

再
得
尾
州
竹
使
符　
　

再
び
尾
州
の
竹
使
符
を
得
た
り

長
保
春
風
初
促
駕　
　

長
保
の
春
風
初
め
て
駕
を
促
し

寛
弘
冬
雪
更
迷
途　
　

寛
弘
の
冬
雪
更
に
途
に
迷
ふ

割
鶏
唯
愧
藂
雲
剣　
　

鶏
を
割
く
に
唯
だ
愧
づ
藂
雲
の
剣

折
蚌
只
慙
合
浦
珠　
　

蚌
を
折さ

き
て
只
だ
慙
づ
合
浦
の
珠

洛
下
親
朋
莫
抛
我　
　

洛
下
の
親
朋　

我
を
抛す

つ
る
こ
と
莫
か
れ

欲
填
月
税
与
花
租　
　

月
税
と
花
租
と
を
填う
ず

め
ん
と
欲
す

こ
の
詩
は
首
聯
下
句
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
匡
衡
が
再
び
尾
張
守
に
任
命

さ
れ
た
寛
弘
六
年
︵
一
○
○
九
︶
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
寛
弘
六
年
に
は
彼

は
侍
読
、
文
章
博
士
、
尾
張
守
の
三
官
を
兼
任
し
て
い
る
が
、
自
分
を
一
人
の
愚

か
な
儒
者
と
し
て
卑
下
し
て
い
る
。﹁
愚
儒
﹂
の
語
は
﹁
愚
儒
所
二
管
見
一
、
邂
逅

弁
二
楡
躔
一
﹂︵﹁
述
懐
古
調
詩
一
百
韻
﹂︶
に
も
見
ら
れ
、
匡
衡
の
謙
称
で
あ
る
。

﹁
楡
躔
﹂
は
天
体
の
運
行
を
い
う
。
こ
の
一
句
で
は
、
匡
衡
は
自
分
が
狭
い
見
識

で
あ
り
な
が
ら
、
星
の
運
行
の
巡
り
合
わ
せ
を
解
い
た
こ
と
を
謙
遜
し
て
語
っ
て

い
る
。
頸
聯
上
句
の
﹁
割
鶏
﹂
は
﹁
子
之
二
武
城
一
、
聞
二
弦
歌
之
声
一
。
夫
子
莞

爾
而
笑
、
曰
割
レ
鶏
焉
用
二
牛
刀
一
﹂
と
い
う
故
事
︵﹃
論
語
﹄﹁
陽
貨
﹂︶
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
事
を
処
理
す
る
の
に
大
が
か
り
な
手
段
を
用
い
る

必
要
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。﹁
牛
刀
﹂
は
才
能
が
あ
る
人
の
た
と
え
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
尾
張
国
の
熱
田
宮
に
祭
ら
れ
た
日
本
武
尊
の
草
薙
剣
す
な
わ

ち
天
叢
雲
剣
︵
藂
雲
剣
︶
に
代
え
ら
れ
て
い
る
。
頸
聯
下
句
の
﹁
合
浦
珠
﹂
は

﹃
後
漢
書
﹄﹁
循
吏
列
伝
﹂
に
記
さ
れ
た
合
浦
太
守
孟
嘗
の
故
事
に
よ
る
。
合
浦
は

真
珠
の
産
地
で
あ
り
、
前
任
の
太
守
の
貪
欲
に
よ
っ
て
真
珠
が
取
れ
な
く
な
っ
た

が
、
孟
嘗
が
合
浦
太
守
に
就
任
し
た
後
、
清
廉
な
政
治
を
行
っ
た
た
め
、
貝
が
再

び
姿
を
現
し
ま
た
真
珠
が
産
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
相
承
で
あ
る
。
こ
の

二
句
は
﹁
愧
﹂﹁
慙
﹂
の
語
を
用
い
て
、
自
分
が
国
守
と
し
て
能
力
の
乏
し
い
こ

と
を
謙
遜
し
て
言
っ
て
い
る
も
の
で
、
一
句
目
に
あ
る
﹁
愚
儒
﹂
と
呼
応
し
て
い

る
。
尾
聯
で
は
、
匡
衡
は
都
に
い
る
友
人
に
自
分
を
見
捨
て
な
い
よ
う
に
頼
み
、

詩
興
を
そ
そ
る
風
物
﹁
月
と
花
﹂
の
租
税
と
し
て
、﹁
詩
文
﹂
を
差
し
上
げ
よ
う

と
す
る
詩
人
と
し
て
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
こ
の
一
首
で
は
、
匡
衡
は
国
守
と
し
て

能
力
が
足
り
な
い
こ
と
を
恥
じ
て
、﹁
愚
儒
﹂
と
謙
遜
し
て
い
る
が
、
本
心
は
都

で
催
さ
れ
る
公
の
詩
宴
に
参
列
し
た
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
匡
衡
の
﹁
秋
夜
守
二
庚
申
一
同
賦
二
蘭
以
レ
香
為
一レ
貴
﹂
の
頸
聯
・
尾
聯

に
は
次
の
よ
う
な
内
容
が
見
ら
れ
る
。

江
楓
葉
落
沈
淪
久　
　

江
楓
の
葉
落
ち
て
沈
淪
す
る
こ
と
久
し
く

籬
菊
花
遅
採
擢
空　
　

籬
菊
の
花
遅
れ
て
採
擢
す
る
こ
と
空
し

幸
遇
薫
蕕
分
別
日　
　

幸
に
薫
蕕
分
別
の
日
に
遇
ふ
も

腐
儒
独
愧
志
難
通　
　

腐
儒
独
り
愧
づ
志
の
通
じ
難
き
こ
と
を

﹁
江
楓
﹂
の
葉
が
落
ち
て
、﹁
籬
菊
﹂
の
開
花
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
て
い

る
が
、﹁
江
﹂
に
は
﹁
江
家
﹂
の
意
が
含
ま
れ
、
頸
聯
の
二
句
で
は
匡
衡
は
久
し

く
沈
淪
し
て
い
て
、
抜
擢
さ
れ
な
い
不
遇
を
訴
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
尾

聯
上
句
の
﹁
薫
蕕
﹂
は
芳
香
の
あ
る
草
と
悪
臭
の
あ
る
草
で
あ
り
、
尾
聯
下
句
の

﹁
腐
儒
﹂
は
く
さ
れ
儒
者
、
役
に
た
た
な
い
儒
者
の
意
で
あ
る
。﹁
腐
儒
﹂
の
語
は
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道
真
の
﹁
家
児
不
レ
放
二
山
林
去
一
、
苦
熱
庸
材
一
腐
儒
﹂︵﹁
夏
日
四
絶
﹂﹁
苦
熱
﹂︶、

﹁
宣
風
坊
下
腐
儒
家
、
欲
レ
待
二
春
来
快
見
一レ
花
﹂︵﹁
勧
二
前
進
士
山
風
一
種
二
庭

樹
一
﹂︶
に
も
見
ら
れ
、
道
真
が
自
分
の
こ
と
を
指
し
て
使
用
し
た
用
例
で
あ
る
。

﹃
荀
子
﹄﹁
非
相
﹂
に
は
﹁
故
君
子
之
於
レ
言
無
レ
厭
、
鄙
夫
反
レ
是
、
好
二
其
実
一
、

不
レ
恤
二
其
文
一
、
是
以
終
身
不
レ
免
二
埤
汚
庸
俗
一
。
故
﹃
易
﹄
曰
、
括
囊
、
無
レ

咎
無
レ
誉
。
腐
儒
之
謂
也
﹂
と
あ
り
、
腐
儒
の
特
徴
と
し
て
は
﹃
易
﹄﹁
坤
﹂
に

記
さ
れ
た
よ
う
に
、
嚢
の
口
を
括
る
よ
う
に
口
を
慎
み
、
咎
め
も
な
く
誉
れ
も
な

い
人
物
の
こ
と
で
あ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
匡
衡
は
尾
聯
の
二
句
で
、
自
分
が

幸
運
に
も
是
非
曲
直
の
分
別
が
あ
る
明
君
の
御
代
に
め
ぐ
り
あ
わ
せ
て
い
る
が
、

名
実
の
な
い
﹁
腐
儒
﹂
に
過
ぎ
ず
、
志
の
実
現
で
き
な
い
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
と

詠
じ
た
。
前
後
か
ら
見
れ
ば
、
匡
衡
の
﹁
志
﹂
と
は
儒
者
と
し
て
栄
達
す
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。

﹁
愚
儒
﹂﹁
腐
儒
﹂
と
い
う
表
現
は
﹁
明
時
﹂﹁
薫
蕕
分
別
日
﹂
に
対
置
し
て
、

匡
衡
が
自
分
の
こ
と
を
卑
下
し
な
が
ら
、
明
主
を
称
え
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

天
子
の
徳
を
称
賛
す
る
こ
と
は
正
に
律
令
社
会
の
儒
者
の
役
目
の
一
つ
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。﹁
愚
儒
﹂﹁
腐
儒
﹂
の
語
の
ほ
か
、﹁
返
二
送
貞
観
政
要
於
蔵
人
頭
藤

原
行
成
朝
臣
一
状
﹂
の
署
名
に
は
﹁
窮
儒
大
江
匡
衡
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、﹁
窮
儒
﹂

の
語
も
見
ら
れ
る
。﹁
窮
儒
﹂
と
は
困
窮
し
た
立
場
に
あ
る
儒
者
で
あ
り
、﹁
愚
儒
﹂

﹁
腐
儒
﹂
の
語
と
と
も
に
、
匡
衡
の
謙
遜
の
気
持
ち
を
表
出
し
た
が
、
彼
の
不
遇

感
も
漂
っ
て
い
る
。

三
　
詩
会
の
作
者
と
し
て

匡
衡
の
詩
文
に
は
﹁
文
人
﹂
の
用
例
は
一
例
し
か
見
え
な
い
。﹁
述
懐
古
調
詩

一
百
韻
﹂
に
、﹁
請
レ
補
二
文
人
職
一
、
両
儒
多
二
頗
偏
一
﹂
と
あ
り
、
匡
衡
が
釈
奠

文
人
の
任
を
申
し
出
た
が
、
評
定
の
博
士
は
不
公
平
に
も
推
挙
し
て
く
れ
な
か
っ

た
と
詠
じ
た
。
こ
こ
で
い
う
﹁
文
人
﹂
と
は
釈
奠
文
人
の
こ
と
で
あ
り
、
春
秋
の

釈
奠
の
際
、
詩
を
賦
し
て
献
上
す
る
大
学
寮
の
擬
文
章
生
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
﹁
文
人
﹂
は
工
藤
重
矩
氏
の
﹁
文
人
﹂
の
三
番
目
の
分
類
に
か
か
わ
る
も
の

で
、﹁
賦
詩
を
伴
う
行
事
に
お
け
る
一
種
の
儀
式
用
語
﹂﹁
選
定
さ
れ
献
詩
者
の
資

格
を
持
つ
者
﹂
と
理
解
で
き
る
。

匡
衡
は
詩
会
の
作
者
と
し
て
多
く
の
詩
宴
に
姿
を
現
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う

な
匡
衡
の
姿
を
﹁
風
月
﹂
の
語
と
の
関
連
か
ら
見
て
み
た
い
。﹃
江
吏
部
集
﹄
巻

上
に
収
録
さ
れ
て
い
る
﹁
八
月
十
五
夜
江
州
野
亭
対
レ
月
言
レ
志
﹂
は
寛
弘
二
年

︵
一
〇
〇
五
︶
匡
衡
が
近
江
国
で
療
養
し
た
時
、
八
月
十
五
夜
に
宮
中
の
詩
宴
を

思
い
や
っ
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。

不
レ
見
二
漢
宮
之
月
一
、
不
レ
見
二
梁
園
之
月
一
。

不
レ
聞
二
鳳
琴
之
声
一
、
不
レ
聞
二
龍
笛
之
声
一
。

我
雖
レ
仮
二
風
月
之
名
一
、
於
二
風
月
之
席
一
因
縁
猶
浅
明
矣
。

と
、
匡
衡
は
こ
こ
で
﹁
風
月
﹂
の
名
を
身
に
帯
び
て
い
る
と
自
負
し
な
が
ら
、﹁
風

月
﹂
の
席
と
縁
が
浅
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。﹁
漢
宮
﹂
は
漢
の
宮
殿
、﹁
梁
園
﹂

は
漢
代
、
梁
の
孝
王
が
営
ん
だ
庭
園
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
も
匡
衡
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
る
宮
中
の
こ
と
を
指
す
。﹁
鳳
琴
﹂
と
は
﹁
鳳
凰
琴
﹂
の
こ
と
、
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あ
る
い
は
広
く
宝
琴
を
さ
す
。﹁
龍
笛
﹂
と
は
笛
の
一
種
、
そ
の
音
は
竜
が
水
中

で
鳴
く
よ
う
な
音
な
の
で
、﹁
龍
笛
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。﹁
鳳
琴
﹂﹁
龍
笛
﹂
は

こ
こ
で
宮
中
の
音
楽
を
指
す
。
時
は
八
月
十
五
夜
で
あ
り
、
宮
中
で
は
詩
宴
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
匡
衡
に
は
宮
中
か
ら
の
月
が
見
え

ず
、
音
楽
が
聞
こ
え
て
い
な
い
。
こ
の
二
句
に
は
宮
中
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
て
い

る
不
遇
の
思
い
が
み
な
ぎ
る
。﹁
於
二
風
月
之
席
一
因
縁
猶
浅
﹂
と
の
一
句
か
ら
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
﹁
風
月
之
席
﹂
す
な
わ
ち
宮
中
の
詩
宴
に
参
列
が
か
な
わ
な

か
っ
た
気
持
ち
が
読
み
と
れ
る
。

﹁
風
月
﹂
の
語
に
つ
い
て
は
、
大
曾
根
章
介
氏
と
後
藤
昭
雄
氏

8

の
論
述
に
詳
し

い
。
両
氏
に
よ
る
と
、﹁
風
月
﹂
の
意
は
単
な
る
﹁
風
﹂
や
﹁
月
﹂
と
い
う
自
然

現
象
か
ら
詩
興
を
そ
そ
る
清
風
朗
月
、
さ
ら
に
風
月
に
恵
ま
れ
る
自
然
を
賞
翫
す

る
風
流
な
心
か
ら
そ
の
風
流
心
に
よ
っ
て
吟
詠
執
筆
す
る
詩
賦
文
章
へ
と
移
り
変

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
滝
川
幸
司
氏
は
菅
原
道
真
を
は
じ
め
と
す
る
律
令
官
人
が

詩
文
に
詠
じ
た
﹁
風
月
﹂
を
取
り
上
げ
て
、﹁﹁
風
月
﹂
は
国
家
の
行
う
公
宴
・
儀

式
に
お
け
る
詩
会
で
の
献
詩
を
指
そ
う
﹂

9

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
匡
衡
が

言
っ
た
﹁
風
月
﹂
も
詩
賦
文
章
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。﹁
風
月
の
名
﹂
と
は
詩
文
に
よ
る
文
人
と
し
て
の
名
声
を
指
し
、﹁
風
月
の
席
﹂

と
は
詩
文
を
作
る
席
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
詩
の
中
で
は
文
人
た
ち
に
と
っ
て

名
誉
で
あ
る
宮
中
の
詩
宴
を
指
す
。
匡
衡
は
文
人
を
自
負
し
て
い
る
た
め
、
本
来

自
分
が
い
る
は
ず
の
宮
中
の
詩
宴
に
出
ら
れ
な
い
無
念
さ
の
あ
ま
り
に
、﹁
定
知
、

翰
林
主
人
独
二
歩
於
文
場
一
、
酔
郷
先
生
鷹
二
揚
於
酒
城
一
﹂
と
言
い
、﹁
翰
林
主
人
﹂

﹁
酔
郷
先
生
﹂
が
活
躍
す
る
宮
中
の
詩
宴
の
様
子
を
想
像
し
て
い
た
。
宮
中
の
詩

宴
に
身
を
置
き
た
い
と
い
う
願
い
と
裏
腹
の
現
実
に
お
い
て
、
宮
中
の
﹁
風
月
の

席
﹂
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
匡
衡
は
宮
中
の
詩
宴
に
出
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
わ
び
住

ま
い
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、﹁
向
二
明
月
一
而
閑
詠
、
自
為
二
白
雪
之
歌
一
﹂
と
、

専
ら
詩
文
を
吟
詠
し
て
い
た
。
そ
れ
こ
そ
﹁
風
月
の
名
﹂
を
持
つ
文
人
が
詩
心
を

貫
く
姿
勢
で
あ
ろ
う
。

﹁
風
月
﹂
の
語
は
詩
文
と
関
わ
る
意
で
、
匡
衡
の
ほ
か
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。

①
身
老
二
五
花
風
月
席
一
、
家
経
二
十
葉
帝
王
師
一
。

︵﹁
九
月
尽
日
惜
レ
秋
言
レ
志
﹂︶

②  

是
以
率
二
一
両
門
生
一
、
於
二
学
校
院
辺
一
、
聊
命
二
筆
硯
一
。
於
戯
侍
読

未
レ
必
二
遠
吏
一
、
我
再
任
二
蘆
葦
卑
湿
之
地
一
。
分
憂
未
レ
必
二
翰
林
一
、

我
初
展
二
風
月
宴
遊
之
筵
一
。

︵﹁
冬
日
於
二
州
廟
一
賦
レ
詩
﹂︶

③
香
花
紹
介
在
二
風
月
一
、
此
契
他
生
不
レ
可
レ
忘
。

︵﹁
法
音
寺
言
レ
志
﹂︶

④
四
五
十
年
事
二
風
月
一
、
今
春
才
尽
不
二
奔
営
一
。

　
︵  ﹁
四
月
一
日
見
下
三
月
尽
日
春
被
二
鶯
花
送
一
之
題
上
。
不
レ
堪
二
感

歎
一
作
レ
詩
加
レ
之
﹂︶

⑤  

以
二
儒
学
一
為
レ
業
、
以
二
風
月
一
為
レ
資
。
貧
而
楽
レ
道
、
未
レ
兼
二
温
官
一
。

　
︵  ﹁
請
下
特
蒙
二
鴻
慈
一
因
二
准
先
例
一
兼
二
任
弁
官
左
右
衛
門
権
佐
大
学
頭

等
一
申
二
佗
官
一
替
上
状
﹂︶

⑥
匡
衡
業
二
書
籍
一
而
貧
、
携
二
風
月
一
而
老
。
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︵﹁
請
下
特
蒙
二
天
恩
一
因
二
准
先
例
一
兼
中
任
備
中
介
闕
上
状
﹂︶

①
は
詩
題
に
も
あ
る
よ
う
に
﹁
言
志
﹂
詩
に
当
り
、
匡
衡
が
自
身
の
身
の
上
を

振
り
返
っ
て
思
い
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。﹁
五
花
﹂
に
つ
い
て
は
、
木
戸
裕
子

氏
は
﹁
待
客
之
上
地
﹂

0

と
さ
れ
る
唐
代
の
旅
館
五
花
館
を
推
測
し
て
い
る
が
、
未

だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。﹁
五
花
風
月
席
﹂
は
、
先
述
し
た
﹁
風
月
の
席
﹂
と
同

じ
く
、
文
人
に
と
っ
て
名
誉
な
宮
中
の
詩
宴
の
こ
と
で
あ
る
。﹁
十
葉
帝
王
師
﹂

と
は
、
江
家
の
始
祖
大
江
音
人
が
清
和
天
皇
の
侍
読
を
務
め
て
以
来
、
匡
衡
自
身

が
侍
講
し
た
一
条
天
皇
ま
で
、
大
江
家
は
十
一
代
に
わ
た
っ
て
天
皇
の
師
と
し
て

仕
え
て
き
た
経
歴
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
二
句
は
、
匡
衡
が
宮
中
の
晴
れ
が
ま
し

い
詩
宴
に
出
て
い
た
こ
と
、
大
江
家
の
家
業
を
受
け
つ
い
で
天
皇
の
侍
読
を
務
め

た
こ
と
を
詠
じ
、
文
人
と
し
て
も
儒
者
と
し
て
も
朝
廷
で
活
躍
し
て
い
た
姿
を
想

起
さ
せ
る
。
②
は
寛
弘
六
年
︵
一
〇
〇
九
︶
匡
衡
が
尾
張
守
と
し
て
在
任
中
に
門

生
を
集
め
て
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
僻
地
で
詩
宴
を
楽
し
ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。﹁
聊
か
筆
硯
を
命
ず
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、﹁
風
月
宴
遊
の
筵
﹂
と
は
詩
文
を

作
る
宴
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
匡
衡
は
地
方
の
官
吏
を
務
め
な
が
ら
も
、
詩

宴
を
開
い
た
の
は
、
文
人
と
し
て
の
強
い
意
識
が
働
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
③

で
は
匡
衡
は
香
花
へ
の
導
き
が
﹁
風
月
﹂
に
あ
り
、
こ
の
縁
を
他
生
に
な
っ
て

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、﹁
香
花
﹂
は
仏
教
の
こ
と

で
あ
り
、﹁
風
月
﹂
は
詩
文
の
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
と
詩
文
の
関
わ
り
に
つ
い
て

は
、
匡
衡
は
﹁
七
言
冬
日
登
二
天
台
一
即
事
。
応
二
員
外
藤
納
言
教
言
一
﹂
に
﹁
納

言
尊
閣
、
命
二
一
儒
生
一
、
吾
有
二
法
門
師
友
一
、
已
以
レ
道
通
二
交
情
一
、
汝
為
二

翰
林
主
人
一
、
宜
三
以
レ
詩
作
二
仏
事
一
﹂
と
記
し
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
権
大

納
言
で
あ
っ
た
藤
原
道
長
が
﹁
一
儒
生
﹂
た
る
匡
衡
に
﹁
宜
し
く
詩
を
以
て
仏
事

を
作
す
べ
し
﹂
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
当
時
、
詩
文
を
作
る
こ
と

も
仏
事
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
匡
衡
は
文
章
の
最
後
で

﹁
言
レ
詩
讃
レ
仏
風
流
冷
、
感
レ
法
礼
レ
僧
露
味
甘
。
恩
煦
豈
図
レ
兼
二
二
世
一
、
安
知

珠
繋
酔
猶
酣
﹂
と
詠
じ
た
。
詩
を
詠
じ
、
仏
を
讃
え
る
こ
と
は
白
居
易
が
唱
え

た
﹁
願
以
二
今
生
世
俗
文
字
之
業
、
狂
言
綺
語
之
過
一
、
転
為
二
将
来
世
世
讃
仏
乗

之
因
、
転
法
輪
之
縁
一
﹂︵﹃
白
氏
文
集
﹄
巻
七
十
一
﹁
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
﹂︶

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
詩
文
を
作
っ
て
仏
事
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
、
文

人
の
仏
教
信
仰
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
④
は
制
作
年

次
が
わ
か
ら
な
い
が
、﹁
四
五
十
年
も
風
月
を
事
と
し
て
﹂
き
た
こ
と
か
ら
、
晩

年
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
今
年
の
春
に
は
才
能
が
尽
き
て
い
て
、
忙

し
く
励
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
﹁
風
月
﹂
は
才
能
と
関
わ
る
も
の

で
、
言
う
ま
で
も
な
く
匡
衡
が
文
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
詩
文
の
こ
と
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
も
そ
れ
は
才
能
が
競
わ
れ
る
公
の
場
で
の
詩
文
制
作
で
は
な

い
か
と
思
う
。

⑤
、
⑥
は
匡
衡
が
任
官
を
求
め
る
申
文
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
⑤
の
﹁
以
二
風

月
一
為
レ
資
﹂
と
い
う
表
現
は
、
菅
原
文
時
の
詩
句
﹁
家
資
風
月
雖
レ
老
未
レ
忘
﹂

︵﹃
本
朝
文
粋
﹄
巻
十
二
﹁
老
閑
行
﹂︶、﹁
風
月
唯
為
二
家
資
一
﹂︵﹃
本
朝
文
粋
﹄
巻

二
﹁
答
三
諸
公
卿
請
レ
減
二
封
禄
一
表
勅
﹂︶
な
ど
に
先
例
が
見
ら
れ
、﹁
風
月
﹂
を

﹁
家
資
﹂
と
す
る
こ
と
は
詩
宴
で
詩
文
を
賦
す
こ
と
に
よ
っ
て
俸
禄
を
得
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。﹁
以
二
儒
学
一
為
レ
業
﹂
と
の
一
句
は
、
匡
衡
が
儒
学
を
本
業

と
す
る
儒
者
と
し
て
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
⑥
は
匡
衡
が
儒
学
を
業
と
し
て
、
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貧
し
い
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
詩
文
に
携
わ
っ
て
、
老
い
て
い
く
と
の
不
遇
の
気

持
ち
を
表
し
て
、
儒
者
文
人
と
し
て
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
。

①
で
は
﹁
風
月
席
﹂
は
﹁
帝
王
師
﹂
と
、
⑤
、
⑥
で
は
、﹁
風
月
﹂
は
そ
れ
ぞ

れ
﹁
儒
学
﹂﹁
書
籍
﹂
と
対
句
的
に
用
い
ら
れ
、﹁
文
人
﹂
で
あ
り
な
が
ら
、﹁
儒

者
﹂
で
あ
る
身
分
が
匡
衡
の
中
で
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
が
﹁
述

懐
古
調
詩
一
百
韻
﹂
で
﹁
象
岳
聚
二
群
書
一
、
文
儒
豈
二
棄
捐
一
﹂
と
述
べ
、
藤
原

道
長
を
筆
頭
に
五
岳
に
比
す
る
高
貴
な
大
臣
た
ち
は
書
物
を
集
め
て
学
問
を
重
ん

じ
て
い
る
の
で
、﹁
文
儒
﹂
は
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
意
で
あ

る
。
匡
衡
は
平
安
時
代
の
作
品
に
稀
に
見
え
る
﹁
文
儒
﹂
と
い
う
語
を
使
っ
た
。

﹁
文
儒
﹂
は
王
充
の
﹃
論
衡
﹄﹁
書
解
﹂
に
は
﹁
著
作
者
為
二
文
儒
一
、
説
経
者
為
二

世
儒
一
﹂
と
あ
り
、
著
作
を
業
と
す
る
儒
者
の
一
種
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
李
白

の
﹁
趙
俗
愛
二
長
剣
一
、
文
儒
少
二
逢
迎
一
﹂︵﹁
自
二
広
平
一
乗
レ
酔
走
レ
馬
六
十
里

至
二
邯
鄲
一
登
レ
城
覧
レ
古
書
レ
懐
﹂︶、
白
居
易
の
﹁
幸
逢
二
太
平
世
一
、
天
子
好
二

文
儒
一
﹂︵﹁
常
楽
里
閑
居
偶
題
二
十
六
韻
一
兼
寄
二
劉
十
五
公
一
﹂︶
に
も
あ
る
よ
う

に
、﹁
文
儒
﹂
は
文
人
、
文
士
を
意
味
す
る
も
の
と
し
た
用
例
が
散
見
さ
れ
る
。

匡
衡
が
言
っ
た
﹁
文
儒
﹂
と
は
詩
文
や
学
問
に
携
わ
る
﹁
文
人
﹂﹁
儒
者
﹂
の
意

で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
匡
衡
自
身
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
匡
衡
の
﹁
文
人
﹂﹁
儒
者
﹂

の
意
識
は
ど
の
よ
う
に
詩
文
の
中
に
投
影
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
見
て
い
き

た
い
。﹁

秋
夜
閑
談
﹂︵﹃
江
吏
部
集
﹄
巻
上
︶
に
は
、

翰
林
学
士
非
忩
劇　
　

翰
林
学
士　

忩そ
う
げ
き劇
に
非
ず

吏
部
員
外
猶
後
群　
　

吏
部
員
外
猶
ほ
群
に
後
れ
た
り

言
志
閑
談
東
閤
月　
　

志
を
言
ひ
て
閑
談
す
東
閤
の
月

徇
名
遥
愧
北
山
雲　
　

名
に
徇し
た
がひ
て
遥
か
に
愧
づ
北
山
の
雲

偶
逢
鮑
叔
能
知
我　
　

偶
た
ま
鮑
叔
の
能
く
我
を
知
る
に
逢
ひ
て

将
就
龍
媒
試
事
君　
　

将
に
龍
媒
に
就
き
て
試
み
に
君
に
事
へ
ん
と
す

目
想
心
看
何
所
待　
　

目
に
想
ひ
心
に
看
る
何
の
待
る
所
ぞ

不
如
万
一
志
斯
文　
　

如
か
ず
万
一
斯
の
文
に
志
さ
ん
に
は

と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
一
首
は
﹁
翰
林
学
士
﹂﹁
吏
部
員
外
﹂
と
い
う
官
職
名

か
ら
、
匡
衡
が
文
章
博
士
と
式
部
権
大
輔
を
兼
任
し
た
寛
弘
六
年
︵
一
〇
〇
九
︶

に
作
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
詩
の
中
で
は
、
彼
は
文
章
博
士
を
務
め
て
い
る
が
、

さ
ほ
ど
激
務
で
は
な
く
、
ま
た
、
式
部
権
大
輔
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
輩
た

ち
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
と
詠
じ
、
儒
者
と
し
て
の
沈
淪
を
訴
え
て
い
る
。
頸
聯

上
句
に
﹁
鮑
叔
﹂
と
あ
る
の
は
、
鮑
叔
牙
と
管
仲
の
故
事
に
よ
る
。
管
仲
は
鮑
叔

牙
の
推
挙
に
よ
っ
て
斉
の
桓
公
に
重
用
さ
れ
、
鮑
叔
牙
が
自
分
の
こ
と
を
よ
く
理

解
し
、
支
え
つ
づ
け
て
く
れ
た
た
め
、﹁
知
レ
我
者
鮑
子
也
﹂
と
言
っ
て
、
深
い

感
動
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
匡
衡
は
時
の
権
力
者
藤
原
道
長
を
鮑
叔
牙

に
な
ぞ
ら
え
て
、
自
分
が
道
長
の
知
遇
を
得
た
こ
と
を
詠
出
し
た
。
道
長
と
匡
衡

の
関
係
を
示
す
詩
作
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
前
述
し
た
﹁
七
言
冬
日
登
二
天
台
一
即

事
。
応
二
員
外
藤
納
言
教
言
一
﹂
の
序
文
で
、
当
時
権
大
納
言
で
あ
っ
た
藤
原
道

長
に
詩
を
命
じ
ら
れ
た
匡
衡
は
、﹁
避
レ
席
垂
レ
涙
曰
、
多
年
不
レ
遇
二
知
己
一
、
徒

老
二
尼
山
之
雪
一
。
今
日
被
レ
引
二
善
縁
一
、
幸
攀
二
台
岳
之
雲
一
、
不
二
敢
辞
一レ
死
、

況
於
詩
乎
﹂
と
述
べ
た
。
長
年
認
め
て
く
れ
る
人
に
遇
え
な
く
て
、
儒
学
を
学
ん

で
も
、
徒
に
老
い
て
い
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
自
分
は
、
幸
運
に
も
仏
縁
に
ひ
か
れ
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て
、
道
長
の
お
伴
を
し
て
比
叡
山
に
詣
で
た
上
は
、
死
ぬ
こ
と
も
甘
ん
じ
て
受
け

入
れ
ら
れ
る
。
ま
し
て
や
詩
を
作
る
こ
と
は
ど
う
し
て
拒
も
う
か
と
、
感
動
の
心

境
を
表
し
た
。
ま
た
、
寛
弘
六
年
︵
一
〇
〇
九
︶
侍
読
を
務
め
て
い
た
匡
衡
は
一

月
に
尾
張
守
に
、
三
月
に
再
び
文
章
博
士
に
拝
さ
れ
た
時
も
、
そ
の
祝
賀
と
し
て
、

道
長
か
ら
、﹁
侍
読
皇
恩
歳
歳
新
、
尾
州
再
作
二
撫
民
人
一
。
桓
栄
昔
者
猶
応
レ
劣
、

李
部
翰
林
任
レ
人
頻
﹂
と
い
う
﹁
金
玉
韻
﹂
を
受
け
て
、﹁
情
感
を
抑
え
難
い
﹂

と
感
情
の
高
ぶ
り
を
表
し
て
い
た
。
頸
聯
下
句
に
あ
る
﹁
龍
媒
﹂
と
は
天
馬
の
ご

と
き
駿
馬
の
こ
と
で
あ
り
、
優
れ
た
人
材
の
た
と
え
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
匡
衡

は
道
長
を
﹁
龍
媒
﹂
と
譬
え
て
、
優
れ
た
才
能
の
あ
る
道
長
に
付
き
し
た
が
っ
て

仕
え
よ
う
と
す
る
意
思
を
表
し
た
。

尾
聯
で
は
、
匡
衡
は
仕
え
る
方
法
を
探
り
、﹁
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
中
、

斯
文
に
志
す
こ
と
に
及
ば
な
い
﹂
と
詠
ん
で
い
る
。﹁
斯
文
﹂
と
は
﹃
論
語
﹄﹁
子

罕
﹂
の
﹁
子
畏
二
於
匡
一
。
曰
、
文
王
既
没
、
文
不
レ
在
レ
茲
乎
。
天
之
将
レ
喪
二
斯

文
一
也
、
後
死
者
不
レ
得
レ
与
二
於
斯
文
一
也
﹂
に
よ
る
言
葉
で
あ
り
、﹁
こ
の
学
問
﹂

﹁
こ
の
道
﹂
を
指
し
、
周
の
文
王
が
作
っ
た
礼
楽
文
化
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
、

儒
学
の
道
を
指
す
。
こ
の
一
句
か
ら
も
、
匡
衡
が
儒
者
と
し
て
の
道
を
貫
こ
う
と

す
る
意
欲
が
看
取
さ
れ
る
。

一
方
で
、﹁
匡
衡
栄
謝
二
伯
春
一
、
未
レ
作
二
詩
家
之
宗
匠
一
。
歩
亜
二
余
子
一
、

徒
痩
二
学
路
之
嶮
難
一
﹂︵﹁
七
言
五
月
五
日
陪
二
内
相
府
池
亭
一
同
賦
三
雲
峯
入
二
夏

池
一
応
レ
教
詩
一
首
﹂︶
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、﹁
詩
家
の
宗
匠
﹂
に
な
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。﹁
伯
春
﹂
は
後
漢
の
碩
儒
召
馴
の
こ
と
で
あ
り
、
彼

は
博
学
で
章
帝
の
侍
講
を
務
め
て
、
章
帝
の
厚
遇
を
受
け
た
と
い
う
。﹁
余
子
﹂

は
﹃
荘
子
﹄﹁
秋
水
﹂
に
出
て
い
る
、
邯
鄲
の
都
風
の
歩
き
方
を
学
ぼ
う
と
し
て
、

本
来
の
自
分
の
歩
き
方
ま
で
忘
れ
て
し
ま
っ
た
寿
陵
の
若
者
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
二
句
に
は
、
匡
衡
は
あ
の
後
漢
の
碩
儒
召
馴
の
よ
う
に
、
学
問
に
よ
っ
て
栄
誉

を
得
た
が
、
ま
だ
﹁
詩
家
の
宗
匠
﹂
に
は
な
れ
な
い
、
学
問
の
道
を
歩
ん
で
も
そ

の
険
し
さ
に
苦
し
ん
で
進
め
な
い
こ
と
の
悔
し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
匡
衡
は

自
ら
﹁
文
人
﹂﹁
儒
者
﹂
と
意
識
し
、
未
だ
遂
げ
ら
れ
ぬ
人
生
の
目
標
を
掲
げ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

匡
衡
の
﹁
文
人
﹂
と
し
て
の
性
質
を
﹁
能
文
の
人
﹂﹁
儒
者
﹂﹁
詩
会
の
作
者
﹂

三
つ
の
面
か
ら
見
て
き
た
。
彼
は
、
文
筆
に
優
れ
、
儒
者
と
し
て
、
詩
会
の
参
加

者
と
し
て
一
条
朝
の
﹁
文
人
﹂
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

匡
衡
は
﹁
述
懐
古
調
詩
一
百
韻
﹂
の
中
で
、
祖
父
維
時
が
自
分
を
励
ま
し
て
く

れ
た
言
葉
を
﹁
我
以
二
稽
古
力
一
、
早
備
二
公
卿
員
一
。
汝
有
二
帝
師
体
一
、
必
遇
二

文
王
田
一
﹂
と
回
顧
し
て
い
る
。
維
時
は
﹁
自
分
は
学
問
の
力
で
早
く
公
卿
に
列

し
た
。
あ
な
た
に
は
帝
王
の
師
と
な
る
相
が
あ
る
か
ら
、
き
っ
と
呂
尚
が
周
の
文

王
に
見
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
帝
の
お
引
き
立
て
に
遇
う
こ
と
だ
ろ
う
﹂
と
、
匡
衡

に
公
卿
に
な
っ
て
、
帝
に
奉
仕
す
る
と
い
う
儒
者
と
し
て
の
人
生
の
あ
り
方
を
指

し
示
し
た
。
匡
衡
は
そ
の
教
え
に
真
剣
に
答
え
よ
う
と
し
て
、﹁
浮
二
沈
泗
水
底
一
、

昇
二
降
尼
山
巓
一
。
夜
宴
二
文
峰
畳
一
、
朝
宗
二
学
海
呑
一
﹂
と
あ
る
よ
う
に
勉
学
に

没
頭
し
た
。﹁
泗
水
﹂
は
孔
子
が
ほ
と
り
で
道
を
説
い
た
川
で
あ
り
、﹁
尼
山
﹂
は

孔
子
の
生
ま
れ
た
山
で
あ
り
、
こ
の
一
句
は
孔
子
ゆ
か
り
の
場
所
を
儒
学
に
譬
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え
、
匡
衡
が
学
問
に
耽
り
、
儒
学
を
究
め
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
と
意
気
込
み
を

示
し
て
い
る
。﹁
文
峰
﹂
は
詩
文
を
峰
に
、﹁
学
海
﹂
は
学
問
を
海
に
譬
え
、
こ
の

一
句
は
毎
日
詩
文
や
学
問
を
嗜
む
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。
つ
ま
り
、
匡
衡
は
自

ら
を
儒
者
文
人
す
な
わ
ち
﹁
文
儒
﹂
と
し
て
自
覚
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

紀
伝
道
出
身
者
の
匡
衡
は
、﹁
風
月
の
名
﹂
と
い
う
文
人
と
し
て
の
自
負
を
持
っ

て
、﹁
風
月
の
席
﹂
で
詩
文
の
道
を
貫
こ
う
と
す
る
意
欲
を
明
ら
か
に
し
た
。
一

方
で
、
彼
は
ま
た
文
章
に
よ
っ
て
朝
廷
に
仕
え
る
儒
者
で
あ
り
、
公
卿
に
な
る
理

想
を
か
か
げ
、
昇
進
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
匡
衡
は
﹁
儒
者
﹂﹁
文
人
﹂
の
役
目

を
﹁
文
儒
﹂
と
い
う
語
句
で
表
現
し
な
が
ら
、
人
生
を
歩
ん
で
い
た
と
言
え
よ
う
。

注1

　

 

工
藤
重
矩
﹁
平
安
朝
に
お
け
る
﹁
文
人
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹃
文
学
論
叢
：
今
井
源

衛
教
授
退
官
記
念
﹄、
九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
一
九
八
二
年

六
月
︶。

　

2

　

 

大
江
匡
衡
の
漢
詩
は
﹃
新
校
群
書
類
従
﹄
巻
第
百
三
十
二
に
収
め
ら
れ
る
﹃
江

吏
部
集
﹄
を
底
本
に
し
て
、
表
記
を
常
用
漢
字
体
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
訓
読
、

解
釈
な
ど
は
木
戸
裕
子
氏
﹁
江
吏
部
集
試
注
一
﹂︵
文
献
探
究
の
会
、
二
〇
〇
九
年

四
月
︶、﹁
江
吏
部
集
試
注
四
﹂︵﹃
文
献
探
究
﹄、
文
献
探
究
の
会
、
二
〇
〇
九
年
四

月
︶、﹁
江
吏
部
集
試
注
七
﹂︵﹃
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要
﹄
五
一
号
、
二
○
○

○
年
十
月
︶、﹁
江
吏
部
集
試
注
十
一
﹂︵﹃
文
献
探
究
﹄
三
九
号
、
文
献
探
究
の
会
、

二
○
○
一
年
三
月
︶、﹁
江
吏
部
集
試
注
十
五
﹂︵﹃
文
献
探
究
﹄
四
十
五
、
文
献
探

究
の
会
、
二
○
○
一
年
三
月
︶、﹁
江
吏
部
集
試
注
十
五
﹂︵﹃
文
献
探
究
﹄
四
十
五
、

文
献
探
究
の
会
、
二
○
○
七
年
三
月
︶、﹁
江
吏
部
集
試
注
十
六
﹂︵
鹿
児
島
県
立
短

期
大
学
人
文
学
会
論
集
﹃
人
文
﹄
三
十
一
号
、
二
○
○
七
年
八
月
︶、
後
藤
昭
雄
﹃
大

江
匡
衡
﹄︵
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
三
月
︶
な
ど
を
参
照
し
た
。

　

3

　

 

注1

に
同
じ
。

　

4

　

 

増
田
繁
夫
﹁
道
真
以
降
―
文
人
の
誕
生
﹂︵﹃
国
文
学
﹄
三
十
七
、一
九
九
二
年
︶。

　

5

　

 

後
藤
昭
雄
﹁
大
江
音
人
に
つ
い
て
―
﹁
在
朝
の
通
儒
﹂
―
﹂︵﹃
国
語
国
文
薩
摩
路
﹄

国
文
学
開
講
三
十
周
年
記
念
号
、
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
国
文
学
会
、
一
九
八
〇

年
八
月
︶。

　

6

　

 

滝
川
幸
司
﹁
菅
原
道
真
の
位
置
―
儒
家
か
ら
見
た
詩
人
無
用
論
―
﹂︵﹃
国
語
と
国

文
学
﹄、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
︶。

　

7

　

 

底
本
と
す
る
﹃
新
校
群
書
類
従
﹄
で
は
﹁
挿
﹂
と
し
て
い
る
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
、

松
平
文
庫
本
な
ど
に
従
っ
て
、﹁
鍤
﹂
と
す
る
。

　

8

　

 

大
曾
根
章
介
﹁﹁
風
月
﹂
攷
―
菅
原
道
真
を
中
心
に
し
て
―
﹂︵﹃
日
本
漢
文
学
論

集
﹄、
汲
古
書
院
、
二
○
○
○
年
七
月
︶、
後
藤
昭
雄
﹁
漢
詩
・
漢
文
を
作
る
﹂︵﹃
岩

波
講
座
日
本
文
学
史　

第
一
巻
﹄、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
︶
を
参
照
。

　

9

　

 

滝
川
幸
司
﹁﹁
風
月
﹂
考
―
公
宴
詩
会
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
﹂︵﹃
語
文
﹄
第

六
十
六
号
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
九
六
年
七
月
︶
を
参
照
。

　

0

　

 

木
戸
裕
子
﹁
江
吏
部
集
試
注
七
﹂︵﹃
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要
﹄
五
一
号
、
二

○
○
○
年
十
月
︶
を
参
照
。


